
■広域観光マップ「吉備路漫遊」
吉備路を中心に構成された広域観光マッ
プ。吉備路をはじめ、高梁、倉敷、矢掛、
足守など９地区を掲載している。手描きの
温かさがある水彩画タッチのふかん図には、
総社から観光地までの移動時間を表示。み
どころ観光スポットでは、観光のポイント
やアクセス、入館料、駐車場などが写真と
ともに掲載されている。８０００部作成。広
域マップのエリア内の観光案内所やマップ
に掲載されている観光施設に置かれる。
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地
域
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見
つ
め
、
磨
き
あ
げ
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」。

総
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吉
備
路
商
工
会
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中
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に
な
っ
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取
り
組
ん
だ
「
地
域
資
源
∞

（
無
限
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全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
の
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務
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熊
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樹
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、
地
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に
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総
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備
路
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備
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今
回
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事
業
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黒
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と
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。

話題●地域資源∞全国展開プロジェクト事業

地域を見つめ
磨きあげた

■生搾り原酒「れんげの舞い」
れんげ米を使い、地元の酒造会社２
社が開発した生搾り原酒。青いびんは
アサヒ、ピンクのびんはアケボノが酒
米になっている。２月から吉備路もて
なしの館で数量限定で販売された。秋
には、清酒も販売予定。

■米粉パン・お菓子
れんげ米を米粉にし、それをもとに作
られたパンやお菓子。フランスパンや食
パン、調理パン、お菓子など１８種が１
月末、吉備路もてなしの館で販売開始さ
れた。もちもちとした食感が特徴。

○れんげ米
市の花のレンゲを育てた後、それを
すき込んだ田で獲れた米のこと。平成
２０年には２０©で収穫された。

■セロリの弁当
公募で応募のあったセロリのレシピ５品とお
こわや煮物で彩られた弁当の試作品。５品は、
葉を天ぷらにしたものや胡麻和え、白身魚のセ
ロリマリネ、ちくわのセロリはさみ揚げ、セロ
リのクリームコロッケ。応募のあったセロリの
レシピ３８品の内数点は、吉備路もてなしの館
で定食の小鉢のメニューとして取り入れられ
る。

■古代ロマン吉備の黒媛サミット
約３００人が参加し２月７日、山手公民館で開かれた。
仁徳天皇のちょう愛を受け、恋物語の残る黒媛。ゆかり
の地は、総社や勝北、玉島など県内に１０か所近くある。
パネルディスカッションでは、詩人のなんばみちこさん
（上原）は総社を、吉備路文学館の遠藤堅三さんは玉島
黒崎を、和気町歴史民俗資料館の金城由佳さんは佐伯と、
それぞれ黒媛のゆかりの地であることを力説した。勝北
の今石一恵さんはミュージカル「黒媛物語」の公演を通
じて、地域づくりや人づくりに取り組んだと紹介。コー
ディネーターの岡山民俗学会名誉理事長の立石憲利さん
（井尻野）は、「お互いの地が、ゆかりの地であることを
競いあうことで、黒媛が盛り上がる。豊かな地域にする
ためにがんばろう」とまとめた。

問い合わせ　総社吉備路商工会（1(3８０００）

■吉備路ボランティアガイドの養成
吉備路ボランティアガイド養成講座（全６回）は
昨年８月にスタート。２月７日には、修了証が１６
人に手渡された。修了生はボランティアガイドと
して吉備路を案内する予定。養成講座の内容をま
とめた冊子も作成中だ。

ご ま




